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11月18・19日、畜草研（那須）において、「飼

料用トウモロコシの復権のために」をテーマに標

記研究会が開催された。トウモロコシは栄養収量

が高い飼料作物である。しかし、自給飼料の栽培

面積は飼養牛の多頭化とともに減少し、トウモロ

コシについても平成2年に約13万aであった栽培

面積が平成14年には9万haへと大幅に減少した。

このような状況下で、トウモロコシ用の細断型ロ

ールベーラの開発や優れた新品種の開発などが取

り組まれている。約160名の出席を得て、これら

新技術開発の現状確認と、トウモロコシ栽培拡大

のための課題について論議された。

当研究所の舘野飼料生産管理部長は、大規模経

営にはコントラクター用の汎用型自走式ロールベ

ーラの開発、中規模経営には細断型ロールベール

の活用と省力型二毛作栽培体系の確立、付加価値

追求型小規模経営には細断型ロールベールの活用

と無農薬・無化学肥料栽培体系の開発が重要であ

ると総括的な解題を行った。

生研センターの志藤主任研究官から、細断型ロ

ールベール体系の現状解説がなされ、今後はコン

トラクターや大規模経営向けに自走式細断型ロー

ルベールの開発を目指すとし、群馬県畜試の新井

主任研究員からは、農家での細断型ロールベール

体系の実証試験結果に基づき、収穫から給与の各

工程で一部ばらつきがあるものの概ね良い評価を

得たとしている。北農研の濃沼室長は、最近のト

ウモロコシ新品種は輸入品種に負けない性能があ

り、農家への広報が重要と述べた。北海道立畜試

の谷川研究員は、トウモロコシサイレージの破砕

処理が乳牛の養分利用性や乳生産に影響を与える

とし、繊維性や採食性を損なわずにトウモロコシ

デンプンの利用性を高める新技術を紹介した。

総合討論では、ネットとフィルムのコストの問

題、汎用型自走式ロールベーラの開発と作業性の
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平成16年度自給飼料品質評価研究会報告

続いて初日は、家畜繁殖における発生工学的手

法の現状と展開方向に関して、静岡県中小家畜試

の河原崎達男氏、大分畜試の志賀一穂氏から豚及

び牛の体細胞クローン研究の現状、 東北農研セの

平尾雄二主研から卵胞培養による子牛生産、ジェ

ネティクス北海道の早川宏之氏、北海道畜試の陰

山聡一氏から精子及び卵子の性判別について報告

された。いずれも将来の畜産に取り入れられる可

能性の大きな技術であり、今後の実用化が期待さ

れる。

2日目は高品質肉生産のための遺伝子解析とそ

の発現機構の解明に関連して、岩手県畜産課の鈴

木暁之氏から日本短角種牛におけるDouble mus-

cleの解析、生物研の三橋忠由チーム長から高品質

肉生産と遺伝的抗病性向上、畜草研の千国幸一室

長から食肉のプロテオーム解析、東京大学の加藤

久典助教授から食餌タンパク質とアミノ酸の効果

のトランスクリプトミクス解析、畜草研の勝俣昌

也主研からアミノ酸制御による高品質豚肉生産に

ついて、それぞれ報告された。

最新の研究成果に会場からの質問も多く、活発

な意見交換が行われ、今後の畜産研究の方向を考

える上で示唆に富んだ有意義な研究会となった。

（家畜生理栄養部長　松本光人）

問題別研究会2日目講演の様子

群馬県における細断型ロールベーラの位置づけ
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め紹介があり、研究の継続深化と利用場面のさら

なる拡大が必要であることが確認された。

バイオマス資源利用については、都市圏におけ

る複合メタン発酵による循環システムの構築や、

欧州でなされているコ･ジェネレーションについ

て我が国での展望、UASBプラント発生メタンに

よるバイオディーゼルエンジン実機稼働状況等が

紹介され、理解の共有を図るとともに、売電価格

など政策的支援の重要性も提起された。さらにコ

スト低減の面からは、図面発注方式による汚水処

理施設の設置について、瑕疵責任、性能保証の必

要性の有無まで踏み込んだ討議が行われ、本方式

に対する期待の大きさが示された。

（畜産環境部長　市戸万丈）

平成16年11月24～25日、「つくば農林ホール」

及び畜産草地研究所（つくば）において、「環境

３法施行後の課題と新技術の展開」をテーマとし、

全国から207名の参加を得て開催された。本研究

会は昭和42年に第一回が開催され、途中、何度か

の中断や、名称変更もあったものの、数えて25回

目であった。

畜産環境対策の具体化は、わが国の農政上の喫

緊の命題の一つである。「家畜排泄物の管理の適

正化及び利用の促進に関する法律」に基づく管理

基準が、本年11月より完全施行されたことを受け、

本研究会ではその排泄物処理の状況を確認し、新

たな研究課題の摘出と管理適正化の定着に向けた

検討の結果は、「耕地への還元と、バイオマス資

源利用による家畜排泄物の利用拡大」として総括

され、今後の研究方向が示された。

研究会では、生産局畜産部から「野積み・素堀

り禁止の中で危惧された農家数の大幅な減少は認

められていない」との報告があり、参加者一同、

胸をなで下ろした。排泄物の耕地への還元につい

ては、最新の取り組みとしてイネ育苗における利

用、地域単位の環境改善事業が報告され、畜草研

圃場におけるキャベツ作については圃場見学も含

平成16年度家畜ふん尿処理利用研究会報告

改善、TMRセンターでの利用法の改善が指摘され

た。

2日目は畜草研梶川主研による「タンパク質の

評価についての最新情報」、肥飼料検査所平岡主

任検査官による「マイコトキシンの汚染実態」、

畜草研蔡室長による「サイレージ用新規乳酸菌と

発酵品質評価法」、畜草研寺田研究交流調整官よ

り「消化試験実施要領の再確認」の4つの飼料評

価・栄養に関する最新知見の紹介があった。

（飼料資源研究官　落合一彦）
研究会2日目：新技術開発の検証

研究会1日目の様子 畜草研圃場における堆肥施用連作キャベツの成育状況見学

UASBプラント発生メタンによるバイオディーゼル稼働の説明


